
ガス・ 9 ーピン後l関車が使用された。

主要旅客列車と してはシカゴ=ロスア γゼノレス聞のしシティ ・

オプ ・ ロスアンゼノレスl， シカゴ=サンフランγスコ聞の Lシテ

ィ ・ オプ・サンフラ γγスコ 1 およびシカゴ=シャトノレ聞にしシ

ティ ・ オプ ・ ポートラゾド1 が運転されている。
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ゅに ゅう し ゃ だんき 油入遮断器 (英) oil circuit breaker 

電気回路の開閉誌で，これに伴なって生ずる電狐を油の中で

消滅させて回路を遮断する装置。 1897 年にはじめて笑用化され，

その後長足の進歩をとげた。 1929 年頃までは， 主として自然消

弧方式と L、う遮断採が使用された。この型は消弧の織榊上から

きわめて多量のi由が使用される。 1929 年以降は消弧後構の研究

により ， 自力強制方式の遮断器が発達して， 小池量のi底断器が

突用に供されるようになった。現在わが国で用いられている遮

断器は主として油入遮断器で，これを大別すると碍子(がし、し)

型遮断球と接地油槽(そう)型遮断探の 2 つになる。

油入i虚院rr器に使用する絶縁泊は，なるべく分解することを避

け， 分割蒸留してえた機械油を十分に精製した鉱油である。

泌l入遮断若i'iに絶縁油が使用されるのはつぎの 3 つの性能によ

るのである。

1 絶 縁絶縁油は絶縁耐力が高いから，空気のかわり

に術電部と接地聞のような絶縁を要するとこるに使用すると，

その~g菌性をいちじるしく小にすることができる。したがって絶

縁油を使用することにより， j虚断器の形{本を小にするこ とがで

きる。

2 冷 却負荷状態では遮断械の接触部より熱を発生す

る。 i仰はよくこれを吸収して油槽に伝えて気中に放散する。

3 消 弧絶縁泊のもっとも重要な性能は消弧作用であ

る。遮断総で回路をひらくとき，電弧が発生して，そのエネノレ

ギで油は分解してガスを発生する。このガスの 70 % は水素で

ある。この水禁はすべての気体中，もっとも消弧作用が強力で

ある。減l槽型i底断詰まは油の 3 つの性能を利用している。碍子型

j座開7球は rr司弧作用を利用している。したがって前者は大油量と

なり，後者は小池量である。

消弧装置は電弧を消滅させる装置で， j虚断器のもっとも重要

ょ う いんじ ゅ

な部分である。油入遮断器の初却jのものは，この消弧装置はき

わめて簡単で，接触子を泊中で相離すのみである。その後次第

に研究が進むにつれ， 1930 年に高能率に計I1の消狐カを発揮する

消弧装置がつぎつぎに発明され，現在に至っている。最近では

袖無し遮断然の空気遮断器，水j虚断@，磁気遮断総にその使用

íllú闘を侵されているが，油入i監断然はなおその使用遮断器の大

半を占めている。(村田良二郎)

ゅのきせん 柚木線 松浦線左石駅がら東方 3.9km の柚木訳

に至る線。長崎線に属する丙線。大正 9 ・ 3 佐世保鉄道株式会社

によって開通 し， 昭和 11 ・ 10 政府に買収され柏木線と呼ぶこと

とな った。(森悌寿)

ゅのまえせん 湯前線 肥薩線人吉駅から東北方の湯前駅に至

る 24.9km の線。鹿児島線に属する丙線である。大正 13 ・ 3 人吉

と湯前]を結ぶ鉄道として開通，湯前線と l呼ぶこととしたもので

ある。(森悌寿)

ゆ るめベん ゆるめ弁 (英) car discharge val ve, release 

valve (独)A usl�ventil (仏)val ve de purge 自動空気プ

レ ー キ装置をもった車両にプレーキをかけたのち，プレー キ管

のまた込めをしないで，その車のプレーキを単独にゆるめ得る

ように設けられた補助空気だめの排気弁。現在国鉄では客貨車

およひ.気動車の補助空気だめの上部に取付けられ， 事の左右任

意の側からこれを取扱い得るよう二重てこを有 し， 2 本の引様

を車体の両側へ 1 本ずつ連結する。図に ゆるめ弁

示すように弁部とてこからなり，通常弁 - -ヨ......_ /S 
( l )f主ばね(3) :!ò .!:ひ: :lilì助空気だめ空気圧に み彊~4
より弁座(2)に圧着されて L 、るが， 5 1俸を 4νfiWft.抱1

司・，- '-
取扱うとてこ (4)は一方のピン(5)を支点と ー 、古田央、.. ロ

して傾き，弁俸は抑され，弁は弁座を離 3 

れるので，補助空気だめ内圧力空気は排気口より大気に放出さ

れる。排気途中で引俸の耳元扱を止めると，弁はばねおよび圧力

空気の背圧を受けてすみやかに弁座につき排気は止まる。

プレ ー キ管に減圧後の残圧がある場合は，制御弁がゆるめ位

置をとったのちは号|俸の取扱を止めても，プレ ー キ γ リンダ圧

力空気だけは引続いて大気に放出されるが， ブレーキ管に圧力

空気がない場合，または補助空気どめに圧力空気が残っている

と支障を来たす場合は，補助空気だめが~になるまで引俸を引

続けなければならない。(高桑五六)

よ
ょ ういんじ ゅ き ゅう 要員需給 企業休における業務を最も

経済的かつ能率的に巡営するために，適切な所要の人員を要員

といい，この要員を調整維持するために必要な人事管理を要員

の需給と Lづ。過員の整理または転換， 欠員の補充，適任者の

選択および配置あるいは新規採用等，盆質と もに配慮して管理

しなければならない。

国有鉄道における職員は運輸 ・運転 ・ 施設 ・ 電気・工作 ・資

材等それぞれ技術的，職能的な専門教設を必要とし，かつ一定

の資絡を要件とする職種が多数存在し，ことに運転に直接関係

する職員は，つねに所定の考査と視力 ・ 聴力等の身体検査を施

行して管恕する。これら幾多の特殊技能の職成にわたって職員

の調整をはかるには，おのおの資絡を得るための養成，資絡の

有無または適不適等の審査，資絡または考査の不合絡者の聞置

転換，おるいは公傷者の適職配置等とくに考慮すべき点が多々

ある。職員の新規J采周にあたっては所定の検査を行い，かつ試

用負としての過程を設けている。業務が一時的に発生または膨

脹した場合，あるいは職員の欠員を一時補充する場合には，職

員の短期転勤，防御Jまたは超過勤務等をもって需給調整するの

ほか， 臨時人夫を雇用する。

言費用員は国鉄が職員を採用する場合に，原則として試みの雇

用期間としての過程を経なければならないので，その期間の取

扱上の身分である。試用員は正規の適性検査および身体検査に

合絡し， 14 日以上 2 箇月以内の期聞を定めて試みに雇用し，勤

務成鰍 ・能力その他によって職員としての適絡性を有すると認

めた場合には職員に採用し，不適当と認めた場合には解雇する。

雇用に際しては雇用箇所の所属長と試用員との間に雇用契約を
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